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【 課程博士論文提出・審査プロセス 】 
 博士学位を授与されるためには、以下のプロセスを経て博士学位申請論文を提出し、その審

査及び最終試験に合格し、修了要件のすべてを満たす必要があります。なお、１外国語の認定

については、博士論文審査委員会により認定を受けることが必要となります。 

次のプロセスは、標準修業年限３年で学位が授与される場合の基本形です。実際には博士学

位申請論文の準備状況により、修業年限が延びる場合もあります。なお、３年を超えて在学す

る場合は、各年度所定の期限までに在学期間延長願を提出する必要があります。 

なお、３年以上在学したが課程を修了できずに退学した場合は、単位取得済退学（標準修業

年限満了退学）となります。 

 

課程博士論文提出・審査プロセスの基本形（標準3年で学位授与の場合） 

1年次 

4月 

 

11月 

「研究指導演習ⅢＡ・ⅢＢ」を履修 

研究主題・研究指導教員届提出 

研究倫理教育の受講 

【研究報告会】（事前に6,400字程度の報告要旨を提出） 

2年次 
4月 

11月 

「研究指導演習ⅣＡ・ⅣＢ」、「ｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞﾘｻｰﾁﾒｿｯﾄﾞ」を履修 

【研究報告会】（事前に 6,400字程度の報告要旨を提出） 

3年次 

4月 

5月 

 

 

6月 

7月 

 

 

10月 

 

11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 

 

1月 

 

 

2月 

 

 

 

 

3月 

「研究指導演習ⅤＡ・ⅤＢ」を履修 

博士論文指導委員会設置願、博士論文研究計画書（10,000字程度）提出 

【博士論文指導委員会設置】 

博士論文中間報告要旨（25,000字程度）提出＜6月 15日までに提出＞ 

【中間報告会】開催＜7月 10日までに開催＞ 

＊博士後期課程委員会の構成員の出席のもとに開催 

博士論文中間報告者が「候補者」となることを認めるか否かを審議 

博士学位申請論文の報告要旨（10,000 字程度）提出＜10 月 10 日までに

提出＞ 

【研究報告会】開催＜11月 10日までに開催＞ 

博士学位申請論文（①～③）の提出＜11月末日まで＞ 

①博士学位申請論文 

②「大学院学位規則」第８条１項の規程により提出する書類 

③業績書及び業績のコピー等 

◆3.0点以上の論文 

 博士後期課程入学後に公表又は公表を認められた論文 

 紀要等 0.5点、査読付き学術雑誌 1.5点として換算 

 同じ内容の論文のダブルカウントは認めない 

◆学会報告 2回 

 同じ内容の学会報告のダブルカウントは認めない 

【博士後期課程委員会】 

学位論文を受理するか否かの決定 

【博士論文審査委員会】 

最終試験（口頭試問）（公開） 

論文の審査を行い、全員一致をもって審査の結論を決定 

【博士後期課程委員による閲覧】（1カ月間、於専門職大学院教務課） 

①博士学位申請論文 

②審査結果報告書 

【博士後期課程委員会】 

学位を授与するか否かの決定 

【大学院委員会】 

博士学位授与の可否について最終審議 

学位授与（課程終了） 


